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１　

は
じ
め
に

２
０
１
９
年
５
月
11
日
、
京
都
市
は
、
全
国
の
自

治
体
に
先
駆
け
て
「
２
０
５
０
年
ま
で
に
二
酸
化
炭
素

排
出
量
正
味
ゼ
ロ
」を
目
指
す
こ
と
を
表
明
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、そ
の
非
常
に
高
い
目
標
の
達
成
に
向
け
、

京
都
市
環
境
審
議
会
に
お
け
る
議
論
等
を
経
て
、
京

都
市
地
球
温
暖
化
対
策
条
例
を
改
正
、
京
都
市
地
球

温
暖
化
対
策
計
画<

２
０
２
１
―
２
０
３
０>

を
策

定
し
、
２
０
２
１
年
4
月
か
ら
、
脱
炭
素
社
会
の
実

現
に
向
け
た
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

本
稿
で
は
、
条
例
改
正
の
経
過
及
び
新
計
画
に
基

づ
く
取
組
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

２　

京
都
議
定
書
誕
生
の
地
と
し
て
の
こ
れ

ま
で
の
取
組

京
都
市
で
は
、
１
９
９
７
年
に
Ｃ
Ｏ
Ｐ
３
（
気
候

変
動
枠
組
条
約
第
３
回
締
約
国
会
議
）が
開
催
さ
れ
、

温
室
効
果
ガ
ス
排
出
削
減
に
つ
い
て
法
的
拘
束
力
を
伴

う
数
値
目
標
を
定
め
た
人
類
史
上
初
の
国
際
的
約
束

で
あ
る
「
京
都
議
定
書
」
が
誕
生
し
た
こ
と
を
き
っ

か
け
と
し
て
、
地
球
温
暖
化
対
策
に
本
格
的
に
取
り

組
み
始
め
ま
し
た
。

そ
の
後
、
２
０
０
４
年
に
は
、
販
売
店
に
お
け
る

省
エ
ネ
ラ
ベ
ル
の
貼
付
の
義
務
等
を
規
定
し
た
、
全
国

初
と
な
る
地
球
温
暖
化
対
策
に
特
化
し
た
条
例
「
京

都
市
地
球
温
暖
化
対
策
条
例
」
を
制
定
し
ま
し
た
。

２
０
１
０
年
に
は
、
当
初
の
目

標
で
あ
る
10
％
削
減
を
達
成
し
、

更
な
る
高
み
を
目
指
す
た
め
、
条

例
を
大
幅
に
改
正
し
、
２
０
３
０

年
度
ま
で
に
１
９
９
０
年
度
比
で

40
％
削
減
、
中
間
目
標
と
し
て

２
０
２
０
年
度
ま
で
に
同
25
％
削

減
の
目
標
を
掲
げ
、
大
規
模
建
築

物
の
新
築
・
増
築
の
際
に
太
陽
光

パ
ネ
ル
な
ど
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
以
下
「
再

エ
ネ
」
と
い
う
。）
利
用
設
備
の
設
置
を
義
務
化
す

る
な
ど
、
低
炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け
、
対
策
の
強

化
を
図
り
ま
し
た
。

こ
こ
ま
で
は
「
低
炭
素
」、
つ
ま
り
、
温
室
効
果

ガ
ス
排
出
量
を
「
減
ら
す
」
た
め
の
対
策
に
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
が
、
京
都
で
誕
生
し
た
「
京
都
議
定

書
」
が
大
き
く
飛
躍
し
、
世
界
の
全
て
の
国
が
参
画

す
る
「
パ
リ
協
定
」
が
２
０
１
５
年
に
誕
生
し
た
こ

と
に
よ
り
、「
脱
炭
素
」、
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
を

「
出
さ
な
い
」
た
め
の
対
策
へ
踏
み
込
む
必
要
性
が

高
ま
り
ま
し
た
。

３　
「
２
０
５
０
年
二
酸
化
炭
素
排
出
量
正

味
ゼ
ロ
」
の
表
明

２
０
１
９
年
５
月
６
日
か
ら
13
日
の
間
、
京
都
国

立
国
際
会
館
に
お
い
て
、
世
界
１
８
０
の
国
と
地
域

か
ら
５
０
０
名
近
く
の
政
府
関
係
者
、
科
学
者
な
ど

【条例制定の事例】

京都府京都市
2050京

きょう

からCO2ゼロ条例（京都市地球温暖化	
対策条例）
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　全国の自治体に先駆けて「2050年までに二酸化炭素排出量正味ゼロ」を目指すこ
とを表明した京都市。目標達成に向けて、京都市地球温暖化対策条例を改正し、分か
りやすさや親しみやすさの観点から、公募の上、「2050京

きょう

からCO2ゼロ条例」という
愛称が付けられている。条例改正の経過と、新たに策定した京都市地球温暖化対策計
画に基づく取組について紹介する。

京都市環境政策局 
地球温暖化対策室
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の
参
加
に
よ
り
、
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
（
気
候
変
動
に
関
す
る

政
府
間
パ
ネ
ル
）
第
49
回
総
会
が
開
催
さ
れ
、「
パ

リ
協
定
」の
取
組
を
推
進
し
て
い
く
上
で
不
可
欠
な
、

各
国
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
の
算
定
方
法
に
関
す

る
報
告
書
の
改
良
版
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
当
該
報

告
書
が
京
都
で
採
択
さ
れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
愛
称

を
「
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
京
都
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
と
呼
ぶ
こ
と

を
提
案
し
た
と
こ
ろ
、
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
ホ
ー
・
セ
ン
・
リ
ー

議
長
か
ら
賛
同
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
５
月
11
日
に
開
催
し
た
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
第
49
回

総
会
京
都
市
開
催
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
お
い
て
、

京
都
市
は
全
国
の
自
治
体
に
先
駆
け
、「
２
０
５
０

年
二
酸
化
炭
素
排
出
量
正
味
ゼ
ロ
」
を
目
指
す
決
意

を
表
明
し
、
登
壇
者
有
志
ら
と
と
も
に
、
世
界
の
平

均
気
温
の
上
昇
を
１
・
５
℃
以
下
に
抑
え
る
べ
く
、

２
０
５
０
年
ご
ろ
ま
で
に
二
酸
化
炭
素
排
出
量
の

「
正
味
ゼ
ロ
」
に
向
け
て
、
あ
ら
ゆ
る
方
策
を
追
求

し
具
体
的
な
行
動
を
進
め
て
い
く
こ
と
を
決
意
し
、

世
界
に
訴
え
る
「
１
・
５
℃
を
目
指
す
京
都
ア
ピ
ー

ル
」
を
発
表
し
ま
し
た
。

京
都
市
か
ら
始
ま
っ
た
「
２
０
５
０
年
ゼ
ロ
」
を

目
指
す
動
き
は
、環
境
省
に
よ
る
働
き
掛
け
に
よ
り
、

「
２
０
５
０
年
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
の
表
明
」
と
い

う
形
で
全
国
へ
広
が
り
（
２
０
２
１
年
７
月
９
日=

本

稿
執
筆
時
点
で
４
２
０
自
治
体
が
表
明
、
表
明
自
治

体
総
人
口
は
約
１
億
１
０
９
０
万
人
）、
２
０
２
０

年
10
月
26
日
に
は
、
菅
義
偉
内
閣
総
理
大
臣
が
所
信

表
明
演
説
に
お
い
て
、
我
が
国
全
体
で
の
２
０
５
０

年
ゼ
ロ
を
目
指
す
方
針
を
表
明
さ
れ
、
国
の
方
針
と

な
り
ま
し
た
。

４　

２
０
５
０
年
ゼ
ロ
の
達
成
に
向
け
た
道

筋
の
検
討

「
２
０
５
０
年
ゼ
ロ
」
の
表
明
後
、
速
や
か
に
こ

れ
を
実
現
す
る
た
め
の
道
筋
を
検
討
す
る
プ
ロ
セ
ス

に
入
り
ま
し
た
。

京
都
市
で
は
、
京
都
市
地
球
温
暖
化
対
策
条
例
及

び
京
都
市
地
球
温
暖
化
対
策
計
画
に
基
づ
き
地
球
温

暖
化
対
策
を
推
進
し
て
お
り
、
条
例
を
改
正
し
、
新

た
な
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
で
、「
２
０
５
０
年
ゼ

ロ
」
の
道
筋
や
方
策
を
示
す
こ
と
と
し
ま
し
た
。

条
例
の
改
正
等
に
つ
い
て
は
、
主
に
学
識
経
験
者

や
事
業
者
団
体
の
代
表
、
地
域
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
で
構
成

さ
れ
る
京
都
市
環
境
審
議
会
及
び
そ
の
部
会
で
あ
る

地
球
温
暖
化
対
策
推
進
委
員
会
に
お
い
て
議
論
を
行

い
ま
し
た
。

︿
京
都
市
環
境
審
議
会
に
お
け
る
議
論
の
ポ
イ
ン
ト
﹀

・	

２
０
５
０
年
の
京
都
の
姿
を
踏
ま
え
、
中
間
目
標

や
必
要
な
取
組
等
を
、
目
指
す
目
標
か
ら
逆
算
し

て
考
え
る
バ
ッ
ク
キ
ャ
ス
ト
で
検
討

・	

こ
れ
ま
で
の
延
長
に
と
ど
ま
ら
な
い
対
策
を
実
施

・	

常
に
追
加
対
策
を
検
討
し
、
取
組
を
進
化

こ
う
し
た
ポ
イ
ン
ト
を
踏
ま
え
、
改
正
条
例
や
新

た
な
計
画
に
お
い
て
は
、「
２
０
５
０
年
の
京
都
が

目
指
す
社
会
像
」
を
示
し
、
市
民
・
事
業
者
の
皆
様

と
共
有
を
図
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

ま
た
、２
０
５
０
年
に
向
け
た
中
間
目
標
と
し
て
、

２
０
３
０
年
度
の
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
目
標
を
掲
げ

る
こ
と
と
し
ま
し
た
が
、
少
な
く
と
も
直
線
的
に
減

ら
せ
る
量
と
し
て
、
40
％
（
２
０
１
３
年
度
比
）
を

軸
に
検
討
を
進
め
ま
し
た
。
各
省
庁
の
方
針
や
国
立

環
境
研
究
所
Ａ
Ｉ
Ｍ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
「
対
策

導
入
量
の
根
拠
資
料
」
等
を
参
考
に
、表
の
と
お
り
、

対
策
強
度
等
を
設
定
し
、
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
量
の
推

「1.5℃を目指す京都アピール」発表の様子
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ま
し
た
。
同
計
画
で
は
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
抑

制
・
吸
収
源
対
策
（
緩
和
策
）
と
し
て
、市
民
生
活
（
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
）
や
事
業
活
動
（
ビ
ジ
ネ
ス
）、
そ

し
て
こ
れ
ら
の
活
動
の
基
盤
と
な
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
、

モ
ビ
リ
テ
ィ
の
四
つ
の
分
野
に
つ
い
て
、
二
酸
化
炭

素
を
排
出
し
な
い
も
の
へ
の
転
換
を
進
め
る
と
と
も

に
、
森
林
・
農
地
等
に
お
け
る
二
酸
化
炭
素
の
吸
収
・

固
定
機
能
を
保
全
・
強
化
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

そ
の
上
で
、対
策
を
進
化
さ
せ
る
プ
ラ
ス
・
ア
ク
シ
ョ

ン
に
よ
り
、
削
減
量
の
上
積
み
（
中
間
目
標
の
40
％

「
以
上
」
の
部
分
）
を
図
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

ま
た
、
気
候
変
動
の
影
響
へ
の
対
策
（
適
応
策
）

と
し
て
、
６
分
野
（
自
然
災
害
、
健
康
・
都
市
生
活
、

水
環
境
・
水
資
源
、
農
業
・
林
業
、
自
然
生
態
系
、

文
化
・
観
光
・
地
場
産
業
）
の
対
策
を
推
進
す
る
こ

と
と
し
ま
し
た
。

以
下
に
、
計
画
に
基
づ
く
代
表
的
な
取
組
を
紹
介

し
ま
す
。

（
１
）
こ
ど
も
エ
コ
ラ
イ
フ
チ
ャ
レ
ン
ジ

長
期
的
な
視
点
に
立
つ
と
、
省
エ
ネ
等
の
取
組
を

担
う
人
材
の
育
成
が
重
要
と
な
る
こ
と
か
ら
、
ラ
イ

フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
環
境
学
習
等
を
充
実
さ
せ
る

た
め
、
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
、
地
球
温
暖
化

問
題
に
つ
い
て
自
ら
考
え
体
験
す
る
と
と
も
に
、
子

ど
も
の
視
点
か
ら
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
見
直
し
、
家

族
と
共
に
地
球
温
暖
化
防
止
に
つ
な
が
る
エ
コ
ラ
イ

計
を
行
い
、
そ
の
実
現
可
能
性
の
確
認
を
行
う
と
と
も

に
、
必
要
な
対
策
分
野
の
洗
い
出
し
を
行
い
ま
し
た
。

中
間
目
標
と
し
て
、
40
％
削
減
で
は
、
直
線
的
な

削
減
に
は
少
し
不
足
し
て
い
る
と
の
意
見
も
あ
り
ま

し
た
が
、
更
な
る
削
減
の
上
積
み
に
向
け
て
は
、

２
０
３
０
年
度
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
ミ
ッ
ク
ス
な
ど
、
全

国
的
な
取
組
が
必
要
と
な
る
こ
と
か
ら
、
新
た
な
技

術
等
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
、
対
策
を
進
化
さ
せ
る

プ
ラ
ス
・
ア
ク
シ
ョ
ン
に
よ
り
、
削
減
量
の
上
積
み

を
目
指
す
こ
と
を
前
提
に
、
２
０
１
３
年
度
比
で

２
０
３
０
年
度
ま
で
に
40
％
「
以
上
」
の
削
減
を
目

指
す
こ
と
と
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、そ
の
実
現
に
向
け
、「
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
」

「
ビ
ジ
ネ
ス
」「
エ
ネ
ル
ギ
ー
」「
モ
ビ
リ
テ
ィ
」
の

四
つ
の
分
野
の
転
換
を
進
め
る
施
策
を
推
進
す
る
こ

と
と
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
対
策
の
方
向
性
と
し
て
、
危
機
感
と
目

指
す
脱
炭
素
社
会
像
を
共
有
し
、
全
て
の
人
が
自
主

的
・
積
極
的
に
行
動
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
重
要
で

あ
る
と
い
う
方
向
性
の
議
論
が
展
開
さ
れ
た
こ
と
か

ら
、改
正
条
例
に
お
い
て
は
、各
主
体
の
責
務
を
「
自

主
的
・
積
極
的
に
行
動
す
る
」
と
い
う
も
の
へ
と
強

化
す
る
と
と
も
に
、
自
主
的
な
取
組
に
つ
な
が
る
よ

う
な
義
務
規
定
の
新
設
等
を
行
い
ま
し
た
。

な
お
、
改
正
条
例
は
、「
分
か
り
や
す
さ
」「
京
都
ら

し
さ
」「
受
け
入
れ
ら
れ
や
す
さ
」
等
の
観
点
で
、
み

ん
な
で
取
り
組
む
こ
と
、
京
都
か
ら
取
組
を
発
信
し
広

げ
て
い
く
こ
と
等
を
表
し
た
「
２
０
５
０
京き

ょ
う
か
ら
CO2
ゼ

ロ
条
例
」
と
い
う
愛
称
を
公
募
の
上
、付
し
て
い
ま
す
。

５　

京
都
市
地
球
温
暖
化
対
策
計
画 

<

２
０
２
１
―
２
０
３
０>

に
基
づ
く
施

策
の
推
進

「
２
０
５
０
年
ゼ
ロ
」
の
達
成
を
見
据
え
、
こ
の

10
年
間
が
非
常
に
重
要
と
な
る
こ
と
か
ら
、

２
０
３
０
年
度
ま
で
の
対
策
を
計
画
的
に
実
行
し
て

い
く
た
め
、
２
０
２
１
年
3
月
に
京
都
市
地
球
温
暖

化
対
策
計
画<

２
０
２
１
―
２
０
３
０>

を
策
定
し

項目 設定内容
人口 横ばい
一人当たりGDP 年平均1.2%成長
建築物 ・新築でZEHが標準

・住宅の省エネ基準達成率27%（ストックベース）
・オフィス等の建築物の省エネ基準達成率59% 
　（ストックベース）

家電・設備 ・照明のLED化100%
・高効率給湯器の普及75%

自動車 ・自動車分担率20%以下
・次世代自動車普及率50%（ストックベース）

再生可能エネル
ギーの利用拡大

・太陽光発電設備の導入量250メガワット
・再生可能エネルギー 100%電気の契約割合10%

表　対策強度等の主な設定
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フ
の
取
組
の
定
着
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

２
０
０
５
年
度
か
ら
、
小
学
校
に
お
い
て
ワ
ー
ク

ブ
ッ
ク
「
こ
ど
も
エ
コ
ラ
イ
フ
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
を
活

用
し
た
環
境
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

２
０
０
５
年
度
に
市
立
小
学
校
1
校
か
ら
開
始

し
、
２
０
１
０
年
度
か
ら
は
、
対
象
と
な
る
児
童
が

在
籍
す
る
全
市
立
小
学
校
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

２
０
２
０
年
度
ま
で
の
参
加
児
童
数
は
延
べ
12
万
人

を
超
え
て
い
ま
す
。

（
２
）
再
エ
ネ
の
導
入
に
係
る
説
明
制
度

建
築
主
に
よ
る
再
エ
ネ
導
入
・
設
置
量
の
判
断
に

は
、
建
築
士
等
か
ら
の
提
案
内
容
が
大
き
な
影
響
を

与
え
る
こ
と
か
ら
、
令
和
３
年
度
か
ら
再
エ
ネ
設
備

に
関
す
る
建
築
士
に
よ
る
建
築
主
へ
の
情
報
提
供
と

説
明
を
義
務
付
け
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

建
築
物
の
新
築
又
は
増
築
に
係
る
設
計
を
行
う
建

築
士
は
、
建
築
主
に
対
し
、
再
エ
ネ
利
用
設
備
に
関

す
る
環
境
面
や
経
済
面
の
メ
リ
ッ
ト
等
を
説
明
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

（
３
）
条
例
賛
同
運
動

「
１
・
５
℃
を
目
指
す
京
都
ア
ピ
ー
ル
」
か
ら
２
年

と
な
る
日
（
２
０
２
１
年
５
月
11
日
）
を
節
目
と
し

て
、
２
０
５
０
年
ま
で
の
二
酸
化
炭
素
排
出
量
正
味

ゼ
ロ
に
向
け
た
行
動
の
輪
を
広
げ
て
い
く
た
め
取
組

「
京き

ょ
う

か
ら
広
げ
る
ゼ
ロ
の
輪
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

「
２
０
５
０
年
ゼ
ロ
」
や
「
将
来
の
世
代
が
夢
を

描
け
る
豊
か
な
京
都
を
目
指
す
」
な
ど
、「
２
０
５
０

京き
ょ
うか
ら
CO2

ゼ
ロ
条
例
」
の
理
念
に
賛
同
い
た
だ
け
る

主
体
を
募
る
こ
と
で
、
脱
炭
素
社
会
の
構
築
に
向
け

て
取
り
組
む
機
運
の
醸
成
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
賛
同
い
た
だ
い
た
旨
の
情
報
発
信
に
活
用

し
て
も
ら
え
る
よ
う
「
２
０
５
０
京き

ょ
う

か
ら
CO2

ゼ
ロ
条

例
」
の
シ
ン
ボ
ル

マ
ー
ク
を
作
成
し

ま
し
た
。
シ
ン
ボ

ル
マ
ー
ク
と
条
例

へ
の
賛
同
や
CO2

削

減
の
取
組
を
併
記

す
る
な
ど
し
て
御
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

さ
ら
に
、
各
賛
同
団
体
の
取
組
等
を
発
信
す
る
こ

と
で
、
２
０
２
１
年
11
月
に
英
国
で
開
催
予
定
の
国

連
気
候
変
動
枠
組
条
約
第
26
回
締
約
国
会
議
（
Ｃ
Ｏ

Ｐ
26
）
に
お
け
る
議
論
の
後
押
し
を
図
り
ま
す
。

６　

む
す
び

２
０
１
８
年
に
は
祇
園
祭
の
祭
事
の
一
つ
で
あ
る
花

傘
巡
行
が
記
録
的
な
猛
暑
に
よ
り
中
止
さ
れ
ま
し
た
。

豪
雨
や
洪
水
と
い
っ
た
災
害
に
と
ど
ま
ら
ず
、
元

来
の
四
季
が
変
化
し
、
文
化
・
伝
統
の
継
承
に
も
影

響
が
生
じ
始
め
て
い
ま
す
。

京
都
市
で
は
、
２
０
５
０
年
ゼ
ロ
に
向
け
た
中
間

目
標
を
２
０
１
３
年
度
比
で
40
％
以
上
と
定
め
ま
し

た
が
、
気
温
上
昇
１
・
５
℃
に
向
け
た
カ
ー
ボ
ン
・

バ
ジ
ェ
ッ
ト
（
温
室
効
果
ガ
ス
の
累
積
排
出
量
の
上

限
）
を
踏
ま
え
る
と
、「
以
上
」
と
し
た
と
こ
ろ
を
、

ど
れ
だ
け
上
積
み
で
き
る
か
が
重
要
で
す
。

２
０
２
０
年
の
条
例
改
正
に
よ
り
、
京
都
市
の
責

務
と
し
て
「
あ
ら
ゆ
る
主
体
が
地
球
温
暖
化
対
策
に

自
主
的
か
つ
積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
社
会
的
気
運
を
醸
成
す
る
こ
と
及
び
必
要
な
措

置
を
講
じ
る
こ
と
。」
と
定
め
ま
し
た
。
２
０
５
０

年
ゼ
ロ
は
京
都
市
だ
け
で
達
成
で
き
る
目
標
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
今
後
も
あ
ら
ゆ
る
主
体
の
皆
様
と
地
球

温
暖
化
対
策
を
進
め
、「
将
来
の
世
代
が
夢
を
描
け

る
豊
か
な
京
都
」
の
実
現
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

こどもエコライフチャレンジ（ワークブック）

「2050京
きょう

からCO2ゼロ
条例」シンボルマーク


